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塩害により劣化した構造物の補修には各種工法がありますが、躯体コンクリートに内在塩分がある際、
単純な断面修復ではせっかくの補修が短期間の内に再劣化する場合があります。デンカガルバシールド
工法は断面修復による補修の際、補修材の中に埋め込むだけで、補修箇所及びその周辺の再劣化を防止し
塩害環境コンクリートの延命化に寄与する画期的で非常にシンプルなシステムです。

コンクリート補修の品質向上決定打！
デンカガルバシールド工法はコンクリート中に
埋め込むだけでコンクリートの再劣化を防止させます。

特　　長

デンカガルバシールド工法は、塩害による劣化した構造物の補修の際、鉄筋に装着し、
補修材の中に埋め込むだけの簡単なシステムです。

デンカガルバシールド工法とは

1  コンクリート中の鋼材腐食防止
2  断面修復後の耐久性向上
3  施工が簡単である

4  構造物の外観を変えない
5  メンテナンスフリー
6  予防保全にも適用可能

デンカガルバシールド

※補修モルタルと既設コンクリートとの境界面で、鋼材の腐食が
確認される。

※補修モルタルと既設コンクリートとの境界面で、鋼材の腐食
は確認されない。

従来補修 従来補修+デンカガルバシールド

補修モルタル

鉄筋

即設普通コンクリート
（Cl-:10kg/m3含む）

荷姿1箱30個入りサイズ：13mm×45mm×140mm サイズ：30mm×φ60mm（下底φ65mm） 荷姿1箱20個入り

デンカガルバシールドF デンカガルバシールドXP薄型
タイプ

丸型
タイプ

材齢
18ヶ月

鋼材のマクロセル腐食 鋼材のマクロセル腐食なし



施工手順

吹き付けノズル

※詳細は各材料の施工要領書を参考にして下さい。
※弊社の断面修復材料（＊）以外との併用は避けて下さい。
※修復材料（＊）で復旧の際、デンカガルバーシールドを充分（水を吸わなくなるまで）に水打ちを行って下さい。
※修復材料（＊）でデンカガルバシールドが最低でもXP:20mm以上、F:10mm以上の厚みで覆われるように復旧して下さい。
※デンカガルバシールド取り付け時にワイヤーと鉄筋（磨き部）間の抵抗値が1.0Ω以下になっていることをテスターで確認して下さい。
※m2 使用量 3～6個、1個当たりの防食半径 30～60cm程度。防食半径は鉄筋径、量により異なります。お問い合わせ下さい。
※ガルバシールド設置後海水等に濡れる恐れがある場合は、ガルバシールドをモルタル等で必ず覆って下さい。
（＊）弊社RISシリーズ、スプリードシリーズ、プレタスコンTYPE-LS500 等

使用上の注意
○必ず乾燥した場所で保管して下さい。
○コンクリート構造物補修以外の用途での使用又は施工は行わないで下さい。
○施工要領書通りの施工方法を行わないと効果が発揮されなかったり、危険を生じる可能性がありますので、施工方法を厳守して下さい。
○補修モルタル、ポリマーセメントモルタル以外との併用は避けて下さい。異常反応を起こしたり、効果が発揮されない場合があります。
○その他、不明な点は弊社宛お問合せ下さい。

カッター切、はつりカッタ 切 はつり
コンクリート前処理 はつり完了11

デンカガルバシールドF・XP
取り付け
デンカガルバシ ルドF XP
デンカガルバシールド取り付け 取り付け33

プライマー処理
プライマー塗布（RIS211E）

プライマー配合 水 合計RIS211E
重量比 200100

1m2当たりの配合量 100g 150g50g （3倍希釈）

44

養生養
モルタルが急激に乾燥しないよう、
シート養生等を施す。
モルタル硬化後は養生剤（RIS211E、
RISフルコート）を塗布する。

77

デンカガルバシールド工法

断面修復材
左官ミキサーもしくは
ハンドミキサー等にて練混ぜる。
【練混ぜ時間の目安】
　左官ミキサー：5～6分
　ハンドミキサー：2分程度

55

スプリードシリーズ
RISシリーズ　など

錆び落とし（鉄筋）錆び落とし（鉄筋
鉄筋処理鉄22 鉄筋処理

電気化学工業社製 断面修復材
スプリードシリーズ
RISシリーズ　等

断面修復施工66

デンカスプリードエース
NET25kg

デンカRIS322エース
NET12.5kg
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